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平 成 ２２ 年 度  自 己 評 価 表         

鳥取県立日野高等学校 

中長期目標 

（学校ビジョン） 

社会の中でたくましく生きるための学力

や豊かな人間性を育み、地域社会の発展に

貢献できる人材の育成を図る。 

 

今年度の重点目標 

１．【学力の充実】分かりやすい授業を工夫し学力の向上を図る。 

２．【豊かな人間性の育成】ルール・マナーを身につけさせる。 

３．【進路指導の充実】コミュニケーション能力の育成。 

４．【光り輝く学校づくり】地域との連携を図る。 

 

年  度  当  初 評  価  結  果 （ １０ ）月 

評価項目 評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策 

１．【学力の

充実】分かり

やすい授業

を工夫し学

力の向上を

図る。 

○授業の充実 ○教員は「分かり

やすい授業」を目

指して授業改善に

取り組んでおり、

生徒も大半が真面

目に授業に取り組

んでいる。 

○生徒の学力が多

様で一斉指導だけ

では不十分であ

る。 

○読書の習慣のな

い生徒も見られ

る。 

○生徒の授業に取り組む
意欲をさらに高める 

○生徒による授業評価、授業公開
などにより授業改善をさらに進
める。 

教材の工夫、適切な目標設

定等により「分かりやすい授

業」が行われている。生徒は

概ね授業に意欲的に取り組ん

でいる。 

B 

授業内容の精選や目

標設定の適正化をさら

に進める。 

○個に応じた学

習指導 

○生徒一人ひとりの学習
活動に対する満足度を高
める 

○個々の生徒の実態把握に努め、
それに応じた学習内容や指導法
を検討する。 

個別指導、声かけ、成績不

振者指導等により、個々の生

徒の学習を支援する環境が

整いつつある。 
B 

今後も、個々の生徒

への学習支援を手厚く

する。同時に、意欲あ

る生徒がより高度な目

標に取り組むよう指導

する。 

○読書の推進 ○本に親しむ生徒を育成
する 

○全校一斉の朝読書の時間を設
ける。 

生徒は概ね良い態度で朝

読書に取り組んでいる。 
B 

読書の苦手な生徒に

対して読書支援を行

う。館外貸出も継続す

る。 

２．【豊かな人

間性の育成】

ルール・マナ

ーを身につ

けさせる。 

○環境教育の充

実 

○環境問題につい

ての生徒の理解が

不十分である。 

○頭髪・服装など

のルーやマナーを

守れない生徒もい

る。 

○環境活動の活発化 ○環境 LHR を設けて環境問題を
学習する。 
 

生徒の環境に対する意識

は以前より高まったが、ゴミ

の分別状況には課題がある。 C 

TEAS 委員会、環境

LHR 等を開催し、ゴミ

分別について更に周知

徹底を図る。 

○制服の正しい

着用 

○制服を正しく着用する
生徒の増加 

 

○「改善指導カード」の趣旨を全
職員で再確認し指導の徹底を図
る。 
○指導の項目や基準を具体的に
生徒に示す。 

多くの生徒が制服を正し

く着用し指導の効果は上が

っている。ズボン、ブラウス

の着用等に問題のある生徒

が一部見られる。 

B 

今後も全職員で指導

を継続していく。指導

基準、項目のさらなる

明確化を図る。 

 



 

評価項目 評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策 

３．【進路指

導の充実】コ

ミュニケー

ション能力

の育成。 

○進路意識の
高揚 

○進路情報の提
供、職場体験学
習、個別指導な
どをとおして進
路意識の高揚に
努めているが、3

年生になっても
進路目標が定ま
らない生徒も多
い。 

○進学、就職の
志望理由書、面
接などにおい自
己表現が十分に
できない生徒も
見られる。 

○生徒が早期に希望進
路を決定する 

○進路情報の提供や個別指導を
充実させる。模試受験や講習参加
の呼びかけを強化する。 

進学か就職かの方向決
定は早まってきた。従来よ
り就職状況についての関
心が高まり、正規採用を希
望する生徒が増えている。 B 

進学、就職に必要な

講習への参加呼びかけ

を強める。 

 ２年時に求人票を見

る機会を設けるなどし

て進路意識を高める。 

○生徒の自己
表現力、コミュ
ニケーション
能力の育成 

○面接、作文等で自己表
現できる生徒を育成す
る 

○授業や課題研究などで生徒の
自己表現や発表の場面を増やし
ていく。 

○集団面接の導入、個別指導、挨
拶運動など指導方法を工夫する。 

「産業社会と人間」での
発表、総合学習、面接指導、
挨拶指導、集団フリートー
クなど様々な取り組みに
より、生徒の自己表現力は
向上している。 

B 

引き続き生徒の自己

表現や発表の機会を増

やしていく。 

 文章表現や話すこと

の苦手な生徒の指導を

早期に行う。 

４．【光り輝

く学校づく

り】地域との

連携を図る。 

○本校の教育
活動を地域へ
アピールする 

○ホームページ

が、デザイン変更

により見やすくな

った。また、内容

の更新を頻繁に行

った。 

○地域との交流事

業を積極的に行い

地域の評価も高

い。 

○本校の教育活動の内
容を地域で理解しても
らい、本校の信頼性をさ
らに高める 

○ホームページの充実に努める
など情報発信の方法を工夫して、
日野高校をアピールする。 

○校外実習、ボランティア活動、
社会人講師の活用など地域との
連携をさらに強化する。 

ホームページを頻繁に更

新し、学校行事、部活動の様

子をスピーディに地域や保

護者に発信している。 

社会人講師の活用、校外施

設実習、日野町図書館との連

携、交流学習、日野高ショッ

プ、部活動などを通じて地域

との交流を推進している。 

A 

引き続き、ホームペ

ージ等を通じて学校の

情報発信を推進する。 

地域との交流活動の

新たなかたちを模索

し、魅力ある日野高校

を地域にアピールでき

るよう努力する。 

評価基準 A：十分達成  B：概ね達成  C:変化の兆し  D:まだ不十分  E：方策の見直し 

                                               


